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石川県産雷魚に寄生する Strigea科の

未知メタセノレカリアについて

助 BB 

金沢大学医学部公衆衛生学教室（主任石崎有信教授）

（昭和 33年 12月17日受領）

緒言

石川県地方は近年カムルチー（雷魚〕が多数繁殖し，

Eつζ れを生食する習慣がある。一方，終戦後顎口虫の

研究が頓に進み，各地においてその疫学相が明らかせら

れつつある。当地方においても顎口虫による随行症と疑

われる患者を 2' 3見うけられたので，北陸地方におけ

るカムルチーの顎口虫寄生状況を明らかにすべく研究

中，はからずも Strigea科に属する一種の被嚢幼虫が

意外に高率に検出された。文献をみるに福田氏 (1941)

の学会発表の際，浅田JI国一氏や山口左仲氏が Neodz》lo-

stomun腐の被嚢幼虫がカムルチーに寄生しているとと

を述べ，また私信による小宮義孝氏が上海て，伊藤二郎

氏が静岡県てやはり Nead•争losto明um 属の 被嚢幼虫を

検出しているととを知ったが，未だその形態の記載をみ

ず，また発育史の追求も成功をみない様てある。

著者は今回検出された被嚢幼虫の発育史を目下研究中

第 1図 石川県産カムノレチイ（Oρhz・ceρhalusargus) 

SHOZO AZA時： Preliminaryon a Strigeid meta-

cercaria from Oρhicephalus argus in Ishikawa Pre-

fecture (Department of public Health, School of 

Mβdicine, Kanazawa University) 
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であるが，こ乙に一応その形態，寄生状況その他につい

て今迄の知見を報告する次第である。

検査方法及び寄生状況

検査法はカムルチイの鱗片，鰭，鯨， 皮下組織，筋肉

及び内臓の！I聞に戴物硝子上に順次のせ，上から他の戴物

硝子て圧平し，透過光線で検査した。その結果 100匹の

第 1表 カム Jレチイ体長とメタセ Jレカリア

寄生数との関係

メタセ yレカロア

寄生数 Oコ 1コ～10コ 10コ以上
カム 1レチイ ＼

体長（cm)

15cm以下 8 v 。
15cm～30cm 12 21 3 

30cm以上 4 15 33 

n = 4 , O. 01 >Pr{χ2逗37.7}

うち76匹，即!i76%にこの被嚢幼虫が検出され

た魚体の大きさと寄生率及び寄生濃度との関係

を第1表に示したが，その結果は明らかに魚体

の大きい程寄生率が高く ，叉被嚢幼虫の数も多

い事が明らかであった (1%以下の危険率て〉。
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第 2図 カム Jレチイ体区劃図

本メタセルカリアのカムルチーにおける寄生

部位は，鱗片，鰭，偲及び内臓には発見されな

く，皮下組織，筋肉及び腹膜に見出され，その大部分は

筋肉であった。カムルチーを第2図の如く区牙し，それ

ぞれの区劃内寄生メタセルカリアを体表及び腹膜からの
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し（口吸盤先端から腸管牙岐部まではo.io～OJ9 mm）鋭

角をもって体両側に沿って走り略同じ巾て体後部先端に

至って盲管となって終っている（第九 10図〉。皐丸は体

後部に位しと下 2ケ存在する。上方の翠丸は正中線から

やや偏在し下方のものは略正中線上にあり ，ともに深い

叡痕状の切れとみをもっている（第8図〉。
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動物実験

本メタセルカリアを成虫にする為に動物試食試験を試

みた。

(1）マウス

1956年 5月15日生後約60

日の雌雄各2匹のマワスに

餌食せしめた。 2匹には肉

片より本メタセルカリアを

分離 しスポイトでそれ17ケ

ずつ与え，他の 2匹には本

メタセルカリアを 1ケずつ

含む小肉片20ケを豆腐に混

入して完全に餌食せしめ

た。その後15日， 30日，品

目， 60日経て一匹宛解剖し

たが，険性であった。

(2）ラッテ

同年10月28日生後約45日

の雌雄 2匹計4匹のラッテ

て、マウスと同様な実験を試

みたが陰性であった。

(3）家用n
同年 7月24日成熟した家

鴨雌雄2羽に約80ケの本メ

タセルカリアを含む肉片を

それぞれ与え，15日及び30

日後に解剖したがすべての

臓器に陰性であった。同年

第 10図 本メタセ Jレ 10月24日脚化後無寄生虫的

カロア模式図 な環境て育成した生後30日

の小家鴨」羽に本メタセノレカリア20ケず、つ与え， 15日，

25日， 35日及び品口後に一羽ずつ解剖したがすべてに陰

性であった。

(4）犬及び猫

小犬及び小猫雌唯一匹ずつに同年10月28日それぞれに

約60ケの木メタセルカリアを与え30日及び60日後に解剖
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カム Jレチイ内寄生濃度図

距離で位置を定めその分布をみると第3図の如くであ

る。
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メタセルカリアの形態

本メタセルカリアは筋肉内に包装を被って寄生してい

るが第i図はその新鮮椋木である。包装は比較的大きく

短指円形て新鮮標本では長径0.59～0.91mm，短形0.41

～0.66mmである。長軸は筋線維の走行に略平行し両端

線維の離間した部牙に小知粒を認める。嚢は略O.Olmm

の厚さで内外 2層からなり ，人工消化液て容易にタ卜層は

消化され，やや光輝ある内層（固有膜か ？〉 を残すが，

との内層も容易に破れ虫体は圧出され得る。

虫体はやや黄色を帯びているが透明であり嚢内及び盈

タ卜において絶えず波状運動をしている。

タ卜形は第5図の如く扇平て、，明らかに区別される体部

及び体後部の 2部牙からなり，西洋梨型の体前部に槍鋒

先型の体後部が附着している。フォルマリン固定のもの

では体前部先端が急に細くなヮているが体後部先端は丸

味を帯びている。包嚢から出た虫体のフォルマリン固定

した宅のでは全体の長径 0.87～1.71 mm，後部長径0.21

～0.3¥lmm，前部最大巾 0.39～0.70mm，体後部長大巾

0.19～0.28 mmてある。体前部先端の急に細くなった

部分に円吸盤があり放線状の筋線維からなり円みを帯び

た三角形をな Lている。口吸盤径は0.03～0.05mmであ

る。腹吸盤は盤状先端から0.46～0.89mmの位置に位し

口径は 0.025～0.05mmてある。体前部後方のEU吸盤の

後に，分岐しえ腸管に狭まれて略符円形の固着器管（O.l

～0.22mm）がみられる。口吸盤に続く咽頭は比較的能

く発達し（0.02～0.03mm）それに続く腸管はすぐ好岐
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したが吸虫類は発見されなかった。

(5) トピ

1957年 5月11日生後約 1ヶ年と推定されるトピー羽に

木メタセルカリア40ケを与え約20日後に剖見したが吸虫

類は見出せなかったc

考按

今回発見された被嚢幼虫は明らかに Strigea科に属
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し，殊に Diplosoma類に発育するだろう亨はほ三間違

いないと考えられる。現今政が国てはとの仲間に， Dz'p-

lostomum, Neodz》lostomum,Pseudod：争lostomum,Altoι 

dz》lostomumなどが知られているが， その体制と殊に

lateral suctorial pocketsを欠く点などからみて， Neo-

dz》lostomum属に最も近似すると考えられる。 Neod；争ι

ostomum属の中ては現在約 5種，即ち N.attenuatunに
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N. cochleare, N. Pseudattemattum, N. stri'gz》およが

福岡氏（HlH）の N.sp.が報イ汗されている。それらの

うちで N.ρseudattenuattumはカササギから，また N.

sp.はシチラウネズミから作られているが，他の 3種は

何れも猛離類を終宿主としているものである。 Neodz》l-

ostomum属の中て、発汗史の簡日I)jされたものはただ無 く，

筆者も此の被安幼虫を多くの鳥獣類に感染実験を試みた

がいづれも成功をみなかった。恐らく試食虫休の少ない

'1J l:＇解剖時期の迎すぎた事によるものと考えられる。

とれらの点を修正し辺に研究を続けたいと考える。

f.:士 邑会
中岡 ”包

石川県産カムルチイの筋肉内に寄生する未知メタセル

カリアを発見したので所見を述べた。恐らく Neodz》lo-

stomun属に属するある種のメタセルカリアであると思

われる。マウス，ラッテ，家鴨，犬，猫及びトピへのJ感

染実験を試みたが陰性であった。

本稿を終る に当 り， 終始御指導下さ れた石崎教授並び

に三根助教授に探甚なる感謝の意を表 します。向種々御

指示下さ れた岡山大学山口左仲教授，千葉大学横川宗雄

教授，吉村裕之助教授並びに予研小宮義孝部長に感謝す
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るとと もに具体的に御鞭撞，御校閲下さ れた静岡大学伊

藤二郎教授に心か ら感謝致します。
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Summary 

The auther descreibed an unknown metacercaria 
which was discovered from Ophicephalusαγgus in 
Ishikawa Prefecture. This metacercaria, perhaps, 
belongs to Neodiplostomum. Infection experiments 
were tried on mice, albino rats, ducks, dogs, cats 
and kite and were negative. 




